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果 て し な き宇 宙
一 超 絶 主義 思想 と天 文学

高 橋 勤

ヘ ンリー ・ソローは 「ウ ォールデ ン』 の最終 章 「結論」 にお いて、人

間の豊 かな内面世 界 とその可能性 を神話 的 な次元 に高 めて描いてい る。

その一例 として挙げ られたのが クー ルーの芸術 家の場合 であ り、美 の観

念が芸術 家の身体 を超 えて永遠性 を獲得する過程が描 かれていた。 いわ

ば、そ こにおいて語 られたのは個人の精神や観 念性 が時間 と空 間を超越

す るとい う超絶 主義 的な構 図であ った。

内面世界の無 限の拡大 とい う、 この ロマ ン主義的言説 を19世 紀 にお け

る科学の進展、特 に天文学 の急速 な進歩 と関連づけて論 じるこ とはで き

ないだ ろうか。近代 天文学 による宇宙空間の発見 と自己の内面性の創 出

を平行 して考察 し、宇宙 の広が りが人間精神の存在 とその可能性 を示唆

す るメタファー として機能 した経緯 を指摘 したいのである。

1天 文学の進展

ハ ーヴァー ド天 文台

人類 による宇 宙の発見が科学技術の発達 と密接 に関連 していたこ とは

異論の余地がなかろ う。特 に近代天文学の進展は望遠鏡 をめ ぐる技術の

競争 と、その技術 によって獲 得 され る知識 の集積 と独 占に よる もので

あ った と言える。 その一つの典型的 な例 をアメ リカの天文学の歴史 に見

ることがで きる。

ア メリカの天文学 は19世 紀 に飛躍的な進歩 を遂 げている。 アメ リカに

おける天文学 の歴 史は浅 く、1820年 代 までアメ リカには天文台す ら存在

しなか ったのだが、それ以降、半世紀 とい うきわめて短期 間の うちに、

世界 をリー ドす る研究成果 を産み出す までに成長す る。そ の拠点の ひ と

つがハー ヴァー ド大学天文台であ った。

ハー ヴァー ド天文台が創設 されたのは1839年 である。 当初 は設備 らし

い設備 もな く、台長 ウィ リアム ・C・ ボン ド(1798-1859)が 手 さ ぐり

状態で研 究を行 なっていたの だが、46年 に天文台が正式 に創設 され、翌
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47年 には ア メ リカ で も最 大 規模 の15イ ンチ型 望 遠鏡 が 配 置 され て い

る。1い わ ば、 ソローがウ ォー ルデ ンの森 で生活 し、エ マ ソンが超絶主

義者 との知的交流 を続けた時代 にハ ーヴ ァー ドの天文台は創成 されたの

であった。それ以降、ハーヴ ァー ドの観測天文学 は急 速 に進展 し、わず

か数年の 問に世界 に先駆 けて天体写真の技術 を獲得す るまでに到 ってい

る。 その後、ハー ヴァー ド大学 天文 台はボ ン ドの息子 ジ ョー ジに引 き継

が れ、19世 紀 末 にはエ ドワー ド ・ピカ リング が ペルーの ア レキーパ に

24イ ンチの ブルース望遠 鏡 を配備 して世界 を リー ドす るよ うに なる。2

20世 紀 前半 か ら中盤 にか けてハ ーロ ウ ・シ ャプ リーがその志 を継 いで

ハ ーヴ ァー ド天文台 を観測天文学 のメ ッカ としたのであ る。

47年 に新 しく設置 された望遠鏡 について、 エマソ ンは 「ケ ンブ リッジ

の望遠鏡」 と日記 に言及 して いる(『 エマ ソン日記十』114)。3天 文学 に

深 い関心 を抱 き、 イ タリアの フィ レンツェに収 色顕微鏡 の発 明者 ジ ョ

ヴ ァンニ ・バテ ィス タ ・ア ミチ を訪ね たこ ともあるエマ ソンに とって、

ハ ーヴ ァー ド天文台の望遠鏡 の設置 は注 目すべ き出来事であ ったのだ。

いっぽ う、 ソローは、1851年7月9日 にハ ーヴ ァー ド大学天文台 を実

際 に訪れ、台長の ボン ドと話 している。

ハ ーヴ ァー ドの天文台 を訪ねた。ボ ン ドの話 によると、 ワシン トン

では星の カタログを作 成 してい る との こと?い や、 しよう として

いる。 ケ ンブリッジ(ハ ーヴ ァー ド大学 の所在地)で はや らない ら

しい。かれ らの望遠鏡の性 能では無理 だそうだ。拡大観察 を行 な う

だけの性能 を備 えていないのである。小 さな望遠鏡で なにかやれる

こ とはあ るのか と訊ねる と、そ りゃあ、 あるさ、望遠鏡 を使わな く

て も観察で きることはた くさんある、た とえば、星の明 るさの変化

等 々。 もちろん、いい 目をもった観察者がやれ ばの話だが、そんな

答 えが返 って きた。一 天文学者の立場か ら見て、裸眼がい まだ重

Houghton,1903-4).エ マソンの著作に関する言及はこの版に依るものとし、本文

中に巻数と頁数を付した。

 1 Howard N. Plotkin, "Harvard College Observatory," History of Astronomy: An 
  Encyclopedia, Ed. John Lankford (New York: Garland, 1997) 252-3. 

2 Plotkin, 253. 

3 The Complete Works of Ralph Waldo Emerson, 12 vols. Ed. Edward W. Emerson (Boston:
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要視 されてい るこ とを知 るのは愉快 なこ とだった。(『日記三』296
-7)4

ここで も天文学の研 究において望遠鏡の精度 と規模 の大 きさが いか に根

本 的な問題であ ったかが指摘 されている。 この一節は、天体観察 に対す

るソローの関心の強 さを示す ばか りでな く、 ソローの思想、そ して当時

の 天文学 の方法論等 を知 る うえで示 唆 に富 んだ記述 であ った。 た とえ

ば、望遠鏡 による天体観察 と裸眼 での星の観察 との対比 につ いて、1854

年3月12日 の 日記の中で もこうくり返 されてい る。

天文台の数は増 えているが、天体 にはほ とん ど注意が向け られては

いない とい う有 り様 である。望遠鏡で武装 した者たち よりも、 肉眼

の方がたやす く遠 くまで見通せ るか らであ る。その 目を通 して誰が

観察す るかが問題 なのである。人 間の 目以上 にすば らしい望遠鏡 な

ど作 られてはいない。大 きな望遠鏡 を使 えば、拡大率 も大 きいが プ

レも大 きい。詩人の 目であれば、その美 しき飛翔 によって地上 か ら

天上へ一気 に駆けめ ぐるのだが、天文学者の 目にはそんな ことはあ

りえない。その 目は天文台の ドーム屋根か らさ らに遠 くを見渡 す こ

とはないのであ る。天体 の 目に見 える現象 に比べ ると、科学 的な説

明 とい うやつ はつ ま らぬ、取 るに足 りない ものの ように思 われる。

人間の 目こそ本 当の星 の発見者で あ り、流 星ハ ンターなのであ る。

(『日記 四』471)

天文学 とい う近代科学 に対す るソローの批判 的な姿勢 について は後で さ

らに詳 しく述べ る として、 ここではいったん所長 のボ ン ドとの会話 に話

を戻 そ う。 とい うの も、そ こには当時の天文学 の傾 向を知 るうえで貴重

な指摘 がな されているか らであ る。ひ とつは、星 の分類(カ タログ)と

い うこと、 もう一方 は星の明 るさの観測 とい うことであ り、 こう した作

業 は、お もにイギ リスの天文学者 ウ ィリア ム ・ハ ー シェル とそ の息子

ジ ョン ・F・W・ ハ ーシェルによって確 立 された手法 だった。

4ソ ローの日記への言及についてはプリンストン版に依るものとし、本文中に巻数

と頁数を付した。
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工マ ソンとハー シェル

ウィリアム ・ハ ーシェルとジ ョン ・ハー シェルは、18世 紀後半か ら19

世紀 にかけて活躍 した もっ とも偉大 な天文学者 であった。父 ウィリァム

は、1781年 の 天王 星の発見 に よって広 く知 られて いるが、その功績 に

は数 々の星雲 や連星の発見 と研究、太陽の黒点 や月 のク レー ターの観測

な どが挙 げ られ、 巨大 な望遠鏡 を用 いた徹底 した観測 と星の体系的な研

究に よって知 られてい る。bま た、息子の ジ ョンは南 アフ リカに観測所

を設 けて、南半球 の星の分類 と体系化 を試みた。 ジ ョンの数 々の著作 の

中にはホメロスの 「イリーアス』 の翻訳 も含 まれ、文学 に対す る関心 が

深 かった ことを窺 わせ る。従来の天文学 者の関心がお もに太陽系の星の

位置 と運動 にあったこ とを考 えると、ハーシェル父子の天文学上の最 大

の貢献 は太陽系 を超 えた宇宙の果て しない空間を研究 し体系づ けようと

試 みた ことだ と言 えるだ ろう。 もしここで、 こうした天文学上の発見 と

アメ リカ文学 史 との接点 を見 出す とすれば、それはハ ーシェル父子がエ

マ ソンの思想 の展 開に決定的 な影響 を与えた とい う事実 であった。

エマ ソンはハ ーヴ ァー ド在学中 に、すでに ウィリアム ・ハ ーシェルの

著作 に親 しんでお り、1821年(エ マ ソン18歳)の 日記 にその もっとも早

い言及が見 られる。 さ らに、 同時代人であったジ ョン ・ハ ーシェル につ

い て、 エマ ソ ンは南半球 の星 の分類 に関 して知 的な金字塔 と して称 賛

し、 『英 国気 質』(EnglishTraits)の なかで次 のよ うに紹介 してい る。

ジ ョン ・ハ ーシェル卿 は、北半球の星の カタログを作成 した父上の

仕事 を完 成すべ く、みずか ら喜望峰に赴いて数年 間過 ご し、南天の

カタロ グを完 成させ、帰国後、 さらに八年 間をかけて論考 をまとめ

あげたのである。 その仕事の価値 は三十年 とい う歳 月を経 てようや

く注 目され始 め、以後、歴史 に残 る最 も重 要な記録 と見 なされ るに

至ったのである。(『エマ ソ ン全集五』90)

5ハ ーシェル父子の伝記的事実と功績については以下の文献を参照した。The

Cambridge  Illustrated History of Astronomy, Ed. Michael Hoskin (Cambridge: CUP, 
1997) 231-252; Lloyd Motz and Jefferson Hane Weaver, The Story of Astronomy (New 

York: Plenum Press, 1995) 159-184.
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エマ ソ ンの思想 に決定的な影響 を与 えたの は、 ジ ョン ・ハー シェルの

2冊 の 著 作 、 『自 然 哲 学 序 説 』(APrelimina7yDiscourseonNatural

Philosophy,1831)と 『天文学論』(TreatiseonAstronomy,1833)で あった。

1832年 に 『自然哲 学序説』 を読 んだエマ ソ ンは、 その感動 を 「ま さに、

真実 は小説 よ り奇 な り」 と日記 に記 してい た。

天文学の発見 に比べ る と、 われわれが想像力 によって創 り出 した も

のな ど取 るに足 りぬ ものであろ う。ハー シェルやサマヴ ィルほ どに

われ われ を驚か し高揚 させ る ものが、 ミル トンの 『失楽園』 のなか

に描かれてい ると言えるだろ うか。観察 された事 象の途方 もない空

間 と時 間、 そ れ と対 照 をなす 観 察者 の卑 小 さ。 あ た か も卵 の殻

(註 天文 台の ドー ム屋根)を つけた 目が宇宙 の中 を漂 って いる よ

うな ものだ。(中 略)カ ルヴ ィン主義者あ るいは無 神論者で い られ

る者 な どこの世 にい るだろ うか。神 は、 われ らが神学 を正 し精神 を

教化すべ く、 こう した知識をわれ らに開示 され たのである。(『エマ

ソ ン日記四』24)

エマ ソ ンはハー シェルの知性 と学識 を尊敬 した ばか りではな く、学者 と

してのあ らゆる美徳 をハー シェルのなか に見出 していた。ハー シェルの

著作 がエ マ ソンの思 想 に与 えた影響 につい ては次節 で述 べ るこ とに し

て、 ここで はソロー と天文学 の関係 に 目を転 じてみ よう。

天文学 と占星術

ハー シェルに対するエマソ ンの熱烈 な傾倒 とは対照的に、ソローの著

作の なか にはハー シェル父子へ の言及 は見 られ ない。いやハー シェル ど

ころか、 ガリレオ以降発達 を遂 げた天文学への言及はほ とん ど見 られな

いのであ る。 ソロー と天文学 の関係 を詳 しく調べた小野和 人は、 天体へ

の深い関心 にもかかわ らず 、 ソローは 「近代天文学の成果に対 してはむ

しろ冷ややかであ り、天文学者 に対 して も批判的であった」 と述べ てい

る。6天 文学 にか ぎらず、 ソローが近代科 学の方法論 に対 して きわめて

6小 野和人 「ヘンリー ・ソローの宇宙意識」「英語英文学論叢』第53集(九 州大学、

2003)6頁 。
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懐疑 的な視線 を投 げか けた ことは事実 であったろう。

『ウ ォールデ ン』の中 には、人々の多 くは 「星 を天文学的 にで はな く、

せ いぜい 占星術 的 に読 む」 とい う一文が記 されてい る(104)。7じ っ さ

い、 ソローは天体観 察 につ いて も天 文学 と占星術 を対 比的 に捉 えてお

り、非科学的 と も言 える占星術 の価値 を強調す るのであ る。

天体 は、一般 にわれわれの天文学 同様干洞 びたつ まらぬ事実 の集積

に見 えて しまう。つ ま り、単なる星 の集団であ り、後者について言

えば、その カタログである。 天の川(ミ ルキー ウェイ)は ミルクを

産 み出 さないの だ。距離 や尺 度 など驚嘆すべ き数字 を挙 げなが ら、

科学 の中にはい くらか興味深 い話 もあるにはあるが、そ こには星 と

人 間の関係 についてはほ とん ど書 かれていない。た とえば、土地 の

測量や航海 には役立つか もしれないが、人生の方向の決め方は教 え

て くれないのであ る。いっぽ う、占星術 はこれ よ りも崇高な真 実 を

うむ可能性 を秘めてい る。星座 とい うものは天文学者 よ りも馬 車の

御者 に とって意味があ り、本当に神聖 なこ ともあ りうるのだ。今 で

は誰 も星 を見てい ない ようだ。公立学校で天文学 を教わ り、太陽 ま

での距離が九千五百万マ イルな どと学 んでいるようだが、そんな こ

とは私 にはなんの意味 もない ことなのだ。 そんな距離 を私は歩いた

こともない し、信 じうと言 われ て も信 じる ことが で きないの であ

る。 しか し、それで も太陽は輝 いているので ある。(『日記五』447)

「馬車の御者」 とい う表現 は唐突の よ うに思 え るが、おそ らく 「人生 の

方 向を決 める」 とい う直前の表現 に掛 けた言葉であ った ろう。 この一節

は1853年1月21日 の 日記に記 され、のちにエ ッセ イ 「月」 として まとめ

られ ソローの死後 出版 されて いる。 「月」 として改稿 され た文章 には、

「天文学者 は、現象 の意味 あ るい は無意味 さについて は盲 目で ある。鋸

を引 きなが ら、木屑 か ら目を守 ろ うと眼鏡 をかけ てい る木挽 師の よ う

に」 とい う一節 も見 られ る。 この一節 は、 あ きらかに 『ウ ォールデ ン』

1971).『ウォールデン』についての言及はこのプリンストン版に依るものとし、

本文中に頁数を付した。

7 Henry David Thoreau, Walden, Ed. J. Lyndon Shanley (Princeton: Princeton UP
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の中の一節 「人 はそんな衛 星(海 王星 の衛星 トリ トン)の 発 見がで きて

も、 自分 の 目の 中の塵 は見 出せ ない ものだ」(51)と 呼応 して いるのだ

が、 これ らの箇所 を引用 した小野 は 「天文学 による新知識や情報が、そ

の ままでは人生の糧 にな りに くい とい うこ と、 また天文学者が客観的な

事実 のみを追求 し、人間の生 き方には全 く無 関心であ ること等 に集約 さ

れる」 と解説す る。8

ただここで注意 したいのは、天文学 と占星術 との対比 に見 られる認識

のあ り方の違いであ る。おそ らく、 占星術 の根底 には神話的な世界観 と

感性が存在 してい る。つ ま り、天体が客観 的事実 と して認識 されるので

はな く、未分化の状態における より人間的 な物語の体系が存 在 していた

はず である。いわば、天体 その ものの事実 としてで はな く、人間性 の比

喩 として解釈 されたのである。 そ うした比喩性 にソローは最 も関心 を抱

いたのではなか った ろうか。

小野論文 は、あ くまで もソローの作 品 と天文学 とい う科学 との関連 を

探 ろ うとした ものだが、 ここでは少 し視点 を変 えて、天文学の比 喩 とソ

ローの超絶主義的 な認識が どう連結 していたのか とい う問題 について考

察 を加 えたい。つ ま り、天文学 の比喩 を用 いることで、 自己の概念 ある

いは 自己の 内面性 がいか に創成 され、拡大 され たのか、いわば天文学 の

比喩 と"moralsublime"と い うロマ ン主義的 な言 説が いか に密接 に融合

していたのか、そ うした問題 につ いて考察 しようと思 うのだが、超絶 主

義思想 の影響 に関 しては まずエマソ ンの考察か ら始め な くてはな らない

だろ う。

2説 教 「天文学」 か ら 「自然』 へ

新 たな神学 を求 めて

ハ ー シェルの二つ の著作 『自然哲学序説』 「天文学論』 が発表 された

のは、それぞれ1831年 と33年 であ った。エマ ソ ンは前者の一部 を32年 に、

そ して後者 を33年 の ヨー ロッパ旅行 中に読 むの だが、 ここで注 目すべ き

こ とは、エマ ソンがその精神 的な危機 の時代 にこれ らの著作 を読 んでい

た事実であ る。最愛の妻エ レンの死、牧 師職か らの離脱、いわば旧来の

神学 か ら脱 け出 し新た な宗教観 を模索 した危機 的な時代 と一致 していた

8小 野、7頁 。
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のである。ハ リー ・クラー クは、エマソ ンが牧師職 を辞 した背景には天

文学へ の傾倒が あった と指摘す るが、9じ っさい、天文学 を含め た自然

科学 に対す る関心 と宗教形式 に対す る反発 とはエマ ソンの問題意識の表

裏 をな していた と言 えるだろ う。

よ り具体的 に、ハー シェルの著作 の どの部分がエマ ソンの思想 に影響

を与 えたのか とい うこ とについて は推測 の域 を出 ない。 しか し、 『自然

哲学序説』の第1章 に記 された主張 にはエマ ソ ンの 自然観 と共通 する点

が多 く含 まれていた。ハー シェルに よる と、科学 は自然哲学 の一分野 で

あ り、宇宙(自 然)は カオスではな く法則 によって秩 序づけ られた世界

であると考 えられた。つ まり、そ こには神(創 造主)の 意思が 反映 され、

科学の対象 は個 々の現 象ではな く、あ くまで もその秩序 を形 成す る法で

ある とされたのであ る。た とえば、第1章 にはつ ぎの ような指摘 がなさ

れてい る。

自然哲学の 目ざす ところの対象 は、現象や個 々の孤 立 した事実 では

な く、原理で あ り法であ ることを、われわれ は忘れるべ きではない。

真実 はひとつで首尾一貫 してお り、原理 とい うものは最 も見慣 れた

単純 な事実の中に も、 また最 も驚 くべ き常 ならぬ現 象の中に も完全

に、そ して明確 に顕われる ものなので ある。10

前 にも触れた ように、ジ ョン ・ハ ーシェルは文学 の造 詣 も深 く、次 の
一節 に見 られ るような シェ イクスピアの言及 にもエマ ソンは強 く惹 きつ

け られたのではなかったろ うか。

科学的 な探 究心 を身につ け、原理 を生起す る事象 のなかにただちに

応用す る習慣 を身につけた精神 は、みずか らの うちに純粋 で刺激 的

な思索の尽 きぬ泉 を抱 えている と言 えるだろ う。 シェ イクス ピアが

思索好 きの人間 を指 して次の ように描 く時、そ うした科学 的な精神

9 Harry Hayden Clark,  "Emerson and Science." Philological Quarterly 10 (July, 1931) : 

225-260. 
10 John F Herschel, A Preliminary Discourse on the Study of Natural Philosophy (1830; 

   rpt. Chicago: U of Chicago P, 1987) 11
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を思い描 いていた と推察 され る。その精神が見 出す のは、

木立 に言葉、せせ らぎには書物 、

石 の うちに説教話、すべての中に美徳、 である。11

1833年9月 、 ヨーロ ッパ旅行中であったエマ ソンは、 同年 に出版 され

た 「天文学説』 を船上で読み、その感動 を こう表現 していた。

ハーシェルの功労 によって、天文学 は さまざまな可能性 を約束 して

くれる。天文学 は現状 よ りもさらに高い状態 を私 に示 して くれ るの

である。 いわば、物それ 自体 よ りも物事 の陰影部 を考 えることのほ

うが楽 しいのである。(「エマ ソン日記四』238)

この一節は、 エマ ソ ンにお ける天文学の意義 を考 える うえで、あ る曖昧

性 を含んでいた。「物事 の陰影 部」("thepenumbraofthething")と は天

文学 によって導 かれた 「さらに高 い状態」を意 味す る言葉で あった ろう。

天文学 とい う科学 的な事実で はな く、その事実 の背後 にある もの(た と

えば、精神 的な法則)を 示唆す る言葉であった と思 われ る。いわ ば、物

理 学(physics)に 対す る 形而上学(meta-physics)の 主張であ り、科学

的な客 観性 でな く超越論的 な観念論に対 する関心 であった。つ ま り、 こ

の一節 は、ハ ー シェルによって展開 される天文学 の思想的 な可能性 とそ

の限界を同時 に示唆 していたのである。

エマ ソンはハ ーシェルを代表的知識人 として崇敬す るいっぽう、天文

学 者 と 「アメ リカの学者」 との問 に微妙 な距離 を置 いていた ように思わ

れる。1837年 に書かれた 「アメリカの学 者」で は、学者の 自己信頼 をハー

シェルの人生 と微妙 に対比 させ る形で描 いている。

フラムステ ィー ドやハー シェルの ような天文学者 は、人 々の善意 に

支え られて真新 しい天文台で星の カタログを作 成 してい る。成果 は

顕著 で素晴 らしく、有益であ る。おのず と名声 も高 まるとい うもの

だ。いっぽ う、学者 はプライベー トな天文台 で、 まだ人の思いの及

び もしない、朧 げな人 間精神の星雲の カタログを作成 してい るとい

11 John F. Herschel, 11.
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う訳 なの だ。数 日、いや数 ヶ月 もの間、 ほんの二三の事実 の発見 の

ため に観察 を続 け、過去 のデー タを修正 しつつ、見栄 も今 日の名声

も犠牲 に しなければな らぬ。いや さらに、世の中の芸事については

無知無能ぶ りに甘ん じ、有 能な人々の侮蔑 を受 け、つ ま弾 きに され

る とい う有 り様 である。(中 略)あ らゆ る困難 と侮 蔑 に対 して、何

の報 いがあ るとい うのだろ うか。 いや、かれ は人間性 の もっ とも高

貴 な役割 を果た している ことに慰 めを見 出すだ ろう。個人的な思慮

か ら頭 をもたげ、民 衆のための素晴 らしき思想 を語 り、そのために

生 きるの だ。かれは世界 の目であ り、かれ こそ世界の心なのである。

(『エマ ソン全集一』101-2)

あ きらか にエマ ソンにとって重 要なのは、天文学の比喩性 であった。天

文学 者が宇宙の広 が りを探 求す るの と同様 に、 「考え る人 間」 としての

学者 の役割 は人 間の 「内 なる宇宙」を探求す るこ とであ ったのだ。そ し

て、 この曖昧性 一 ハー シェルに対 する賞賛 と距離、事実 と隠喩、科学

と宗教 一 こそ、エマ ソンの天文学に対 する興味 の核心であ った と言え

る。エマソ ンの思想 において天文学は哲学 の一分野 と捉 え られたのであ

り、天文学 の新 たな発見 は神 と人間精神 を貫 く法の発見 と考 えられたの

である。 天文学 は 「よ り高度 な状 態」 を示唆するメ タフ ァー と して歓迎

されたのだった。

結論 を急 ぐ前 に、 もう一度、 エマ ソ ンにお け る天文学 へ の関心 を、

1832年 に行 なわれた 「天文学 」("Astronomy")と い う説教 を中心 に検証

してみたい。

説教 「天文学」

1832年5月26日 、エ マソ ンはハ ーシェルの著作に触発 された天文学へ

の興味 を以下の ように記 していた。

天文学 には優 れた役割が ある。 まず最初 に提起 された問題が いかに

示唆的か とい うことである。果て しない空間が宇宙 に広がっている

と信 じれるだろ うか。 この とてつ もない考 えを じっ くりと思 い描 い

て も見給 え。その空間においていか なる存在 と集団 もただの点に過

ぎず、 中心や天使 の概 念 も宇宙 のへ りす ら説明 で きない と した ら、
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観念論の ほうが よ り有効 に思 えない だろうか。偉大 な夜 の胸 に抱か

れて、すべてが失われて しまうか らであ る。次に、天文学 は人 間の

思 い上 がった考 えを修正 する とい うこ とである。(中 略)天 文学 は

着実 に精神的 な法則 を築 き上 げるだろう し、一時的な システムを拒

絶 し霧散 させ て しまうこ とになるだ ろ う。 時間の試 金石 にか けれ

ば、 あ らゆる誤謬 は消 え失せ 、永遠の 目には真理のみが行 き渡 るの

である。(「エマ ソン日記 四』25-6)

天文学 とい う科学の進歩 が従 来の神学 を是正 し、新 たな 「精神 的な法則」

(morallaws)を 確立す るとい う思想 は、エマ ソンの中に燥 り続 けていた

聖職 に対す る深い懐疑 を決定 的な もの にす るとともに、超絶主義 という

新 たな神学の萌芽 を約束 した と言 えるだ ろう。

この 日記の記述は、1832年 に行 なわれた 「天文学 」 とい う説教 に結実

す る。エマ ソンは この説教 において、 まず、 自然の創造者 と聖書の神が

同一の ものであ り、自然 には神 の 「意図」が書かれた とす る 「自然の本」

とい う思想 を展開する。 これは、17世 紀 の思想家 ウィリアム ・ペ イリー

の 「目的論的証明」(ArgumentfromDesign)に 基づ くもので、神の 「意

図」が創造物の 「し くみ」 に顕 われるとす るものであった。創造物 に示

された神の意図、つ まり自然 の 「意味」 は、その物理 的な法則の なか に

隠されていたのである。宗教 と科学 は矛盾す るどころか同一の ものであ

り、 エマ ソ ンの言葉 で言 う と、 「神 の創造物 へ の知 識 を深 め るこ とは、

神の御言葉 をよ りよく理解す る」12ことであった。

いわ ば天文学が約 束 した ものは、不変 の軌道(orb)と い う現象 によっ

て示 され る法の概念 であった。宇宙 は神の 「意図」 に よって秩序づ けら

れ、法の支配する空 間であった。法 は同時に イデアであ り、宇宙の空間

は人 間の精神 の隠喩 と見 な されたのであ る。

目に見 えぬ同様 の案 内人がハチの軌道 も、そ して惑星 の運行 をも導

い てい ます。 その案内人が全体 を形 成 し、部分 を完全 な もの にし、

すべ ての ものに美 と秩序 と生命 と役 割 を与 えてい ます。 ですか ら、

12 Ralph Waldo Emerson,  "Astronomy,' Young Emerson Speaks; Unpublished Discourses 

   on Many Subjects (Port Washington, NY: Kennikat P, 1968) 170-1.
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皆 さん、私 はこう言いたいのです。人類 にとって天文学 の発見 は自

然 の偉大 さと人 間精神 の偉 大 さを和解 させ る ものだ、 と。かつて、

神 はこの世の統治者 と見 な され ま したが、今では、神 は無 限の精神

と感 じられてい ます。素晴 らしく、讃美 されるべ き存在 であ り、そ

の御心 は愛 に満ち、その叡智 は人智の及ばぬ ものなのです。13

天文学 による果て しない宇宙空 間の発見 は、人間の 「精神 の偉大 さ」 を

予感 させ、その起源 としての神 の 「無 限の精神」 を約束 した。 この説教

の特徴 は、科学の進歩に よって従来の神学の限界 を指摘 しなが ら、い っ

ぽ うで、ペ イ リーに代表 されるArgumentfromDesignと い う旧来の思

考の枠組み を借用 した ことであった。天文学の進歩に よって もた らされ

た ものは神の存在の否定ではな く、逆 に、創 造者 としての神 の偉大 さで

あったのであ る。 この説教 の レ トリックが 「エ レ ミヤの嘆 き」 を連想 さ

せ るよ うに、その内容 も天文学 とい う新た な題材 を扱 いなが ら、古 めか

しい結論 に終止す る ものであ った。「天文学 に よる貴重 な成果 は、神 に

対す るわれわれの考 え方 を修正 し高める ものであ るとともに、 われわれ

自身の見方 を謙虚 なものにする ことで もあ った」14。

「透明 な眼球」の誕生

天文学 とい う科学 が超絶主 義思想 に与 えた影響 につ いて考 えるため

に、ここで説教 「天文学 」と 『自然』 との関係性 を検討 してみたい。 『自

然』 は、周知の とお り、天体 の描写か ら始め られている。

孤独 になるため には、社会 ばか りか書斎か らも身 を遠 ざける必要が

ある。読書や書 き物 をしている うちは、そばに誰 もいな くて も孤独

にはな らない ものだ。孤独 にな りたいの なら、夜空の星 を見 ればい

い。 天体 か ら届 く光がか れの存在 と手 に触 れる世 界 とを切 り離す。

この大気が透明であ るのは、われわれ に天体の 中に崇高な ものの永

遠 の存在 を感 じさせ る意図があるか らで はないか とさえ思われるの

だ。街 中の雑踏か らで も、いかに壮大 な もの に見える ことであろ う

13 Young Emerson Speaks, 176. 

14 Young Emerson Speaks,  172.
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か。 もし星が千年 に一度現れ るものだ とした ら、人類 はいか に信心

深 く崇拝す るだろうか。そ してそ こに現 れた神の 国の思い出 を数世

代に渡って保 ち続 けることだろ う。(『エ マソ ン全集一』13)

孤独 になる とい う振舞い は 「崇高な存在」 との合一 を求めた宗教 的な行

為 であったのだが、 ここにおいて大切 なこ とは視覚が認識の主要なメ タ

ファー として前景化 された事 実である。光 と目とい うエマ ソン特有 のメ

タファー は、「透明 さ」 とい うもう一つの イメージ と結 びつけ られ てい

る。社 会か ら離れて孤独 になる ことは、人 間の感覚 を 「透明化」 して、

神 の 「意 図」 を明確化する ことで もあったのであ る。すなわち、 この一

節 は、「卑 しい 自己執着 は消 え失せ て、私 は一個 の透明 な眼球 にな る」

(『エマソ ン全集一』16)と い うあの有名 な一節の雛 形であ り序 曲であっ

た と言 える。夜空の星 を見つ めるのは 「一個の透明な眼球」 であった。

先 に引用 した1832年 の 日記 の中で、エマ ソンは天文学者 を 「卵の殻 を

つ けた 目」("amereeyesailingaboutspaceintheeggshe11")と 表現 して

い るが、それは宇宙空 間にお ける人間存在 の卑小 さを示唆す る表現であ

る と とも に、1836年 に出 版 され た 『自然』 に お け る 「透 明 な 眼球 」

("transparenteyeball")に つ らな る 〈生 まれたて の 目〉 である と言 えな

いだろ うか。 つま り、望遠鏡 とい うもう一つ の 「目」 を通 して宇宙 を見

る天文学 が、超絶主義思想の萌芽 に決定的な影響 を与 えたと考 える こと

はで きないであろ うか。 『自然』 に描か れた観念論 が超絶主義思想 の核

心 である とす れば、時空 を超 えた 「精神 の法則」を直感的に把握す る 「理

性 の 目」 は、天文学者が宇宙の物理 的な法則 を発見 した 「永遠 の 目」 と

重 なるだろ う。「目と光 を創 り、 この地球 を透明 な大気で被 われた主 は、

創造 された者 たちに星 を観 察 させ、 その法則 を書かせ給 う。こ うして主

は、 かれ らの宗教 を修正 し、その心 を訓育 され るために、 この天体 を開

かれ給 うたの だ」15。

エマ ソンは 「自然』 の 「唯心論 」 におい て、「理性 の 目」 を 「動物的

な 目」 と対比 的 に描い ていた。 人間の感覚で捉 え られた 自然 は、「理性

の 目」が 開眼す るや い なや消滅 して しまうとい う超絶主義 的 な構 図で

あ った。 ここにおいて、人 間の悟 性 に対する理性 、あるいは物質的 な自

15 Young Emerson Speaks ,  176  - 77.
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然 に対 する精 神的 な法則 の優位性 とい う、 『自然』 に一貫 して述べ られ

た超越論の核心 が語 られるの だが、 この構 図はすでに32年 の説教 「天文

学」 にもその萌芽が見 られたのであ る。

太陽系あるいは この世の創造物 に対する見方が どのように押 し広げ

られ ようとも、真理、道徳的 な真理、いやイエスが示 し給 う真理 に

はほんの少 しの影 を も落 とす ことは ない。けっ して影 を落 とす こと

はない。そればか りか、比較 によってすべ ての明るさ と偉大 さは失

せ てしまうのである。人 間の精神 において、外 の事象 に心惑 されて

い るうち に突如声が聴 こえる ときがあ る。正 しさを求め る飢 えであ

り渇 きである。 その御言葉 は昼間 にのぼる朝 日のような ものだ。新

た な天地が開けたのである。 これ まで偉大に思 えた外 なる創造物は

色あせ、暗 くつま らぬ ものに見 えて しまう。 た とえ新 たな幾百万の

太陽 と銀河系 が無 限の闇 の中に広が っていた として も、問題 になら

ぬのである。それは単 に数字や規模の足 し算に過 ぎず、 たとえどん

なに遠 く広がっていて も、 いの ちが通わず、われわれ の壮大 な感覚

に触れは しない。 ひ とつ の勇気あ る行為、愛 、そ して献身的 な行動

を前 に して、 あ らゆる高度や距 離 とい うものは意味 を持 た な くな

り、星た ちはその輝 きを減 じるのである。 これこそが唯一 リアル な

の であ り、絶対 的で あ らゆ る状 況 と変 化か ら独 立 してい るのであ

る。16

天文学 は、た しかに人間精神 の 「偉大 さ」 を表す メ タフ ァーを提供 し

たのだが、い っぽ う、宗教 的な真理 はそ うした科学 的事実 によって示唆

される時 間と空間 を超越 した ものであ ることを、エマソ ンはこの説教の

最後で指摘 したのである。つ ま り、科学 的な 「事 実その もの」よ りも 「そ

の事実の背後 にある もの」 に対す る関心であ った。

3天 文学 と超 絶主義思想

内面の宇宙

アメ リカロマ ン主義文学 の特徴の ひ とつは、「自己」とい う概念 によっ

16 Young Emerson Speaks, 178.
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て創 出された精神 世界 の広が り、内的宇宙 の発見であ った。少 な くとも、

エマ ソ ンによって創 出 された 「自己」 はエ ゴイズムや我執 とい う 〈閉 じ

られ た〉個性 の対極 に位置す る、いわ ば、 よ り 〈開かれた〉普遍的 な人

格で あ り、 自己のイデアであったはずであ る。

ここで注 目 したいのが、 ソローやエマ ソンらの著述 に しば しばみ られ

る 「果 て しない 」(boundless)と い う形 容 詞 で あ る。「境 界 」(bound,

boundary)を 越 えて広が ろ うとす る精神 のベ ク トルが"boundless"あ る

いは"expansion"と い う修辞 表現 に特徴的 に表 された事実 であ る。超絶

主義思想 とは、文字 どお り、あ らゆる時空の制約 を 「乗 り越 え」 よ うと

す る思想であ り、その一つ のイメージとされ根拠 とされたのが天文学 に

よる宇宙空 間の発 見であった と考 えるのであ る。

ハ ーシェルの著作 に触 れたその感動 を 「果て しない(boundless)空 間

が宇宙 に広がっている と本 当に信 じることがで きるだろ うか」 と日記 に

記 し、 さ らに天文学 の発見が 「自然の偉大 さと人間精神 の偉大 さを和解

させ た」 とエマ ソンは述懐 したの だが、エマ ソンはあ きらか に天文学 に

よる宇宙の 「果て しない」広が りを、 メタレベルにおいて内的宇宙の広

が りと重 ね合わせ たの である。 「ある意味で は、人生の 目的はみずか ら

の内に宇宙 を取 り込む ことではないだ ろうか(中 略)む こ うの山がかれ

の精神 に移動 しな くてはな らぬ。そ してついには彼 方の壮大 な天文学 を

移行 させ、 月、惑星、至点 、周期、流星 などそれぞれの関係 と法則 を理

解す ることで心の中に取 り込 まなけれ ばならないのである」(『エマ ソ ン

全集十』131)。

エマ ソンは人間の存在、特 にその精神性 の 「果て しな さ」あ るいは 「境

界 」(限 界)の な さを く り返 し強調 して い る。「人 間の 可能 性 に 限界

(bound)な ど設 けることがで きるだろ うか」(『エマ ソン全集一』68)と

問いか け、 さらに、人間の精神 は 「その始 ま りも終わ りも見 出す こ とが

で きぬ ほ ど完全 で、 果て しない(boundless)」(「 エマ ソ ン全 集一』87)

とくり返 えすのだ。「人 間の生 とい うのは 自転 す る円の ような ものであ

り、 限 りな く小 さな円か らあ らゆる方向 に放射 され、新 しいよ り大 きな

円を形 成する。(中 略)も し、魂が速 く強けれ ば、 あ らゆる方 角 に境界

(boundary)を 越 えて溢 れ 出 し、偉大 な闇 に もう一つの拡大 された軌道

を形成す る」(「エマ ソン全集二』283-4)。

そ してこう した人間精神 の 「果 て しなさ」の根拠 とされたのが普遍者
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との交流 であったのだが、宇宙空間がその 「神 の御心」のモデル とされ

た ことは想像 にかた くない。 さらに、天文学 によって発見 された宇宙 の

法則 が、メ タレベ ルにおいて、精神 の法則 として解釈 された ことも事実

であ ったろ う。 「人間精神 の純粋 な抽象 である幾何 学が、惑星の軌道 の

指標 となる ことを天文学者 は発見する」(『エマ ソ ン全集一』87)の であ

り、「詩 人だ けが 天文学、化 学、植物学 、動物学 を理解 してい るの は、

かれがそ うした事実 にとどまるのではな く、 その事実 を記号 として用 い

るか らで ある。」「それ こそが真 の科学 なのである」(『エマ ソ ン全集三』

25)。 文学 が人生 に新 たな視点 を与えるのは、 「天文学者が地球の軌 道の

直径 を知 り、他の星 との視差 を見 出す起点 とす る」の と同様であ る(『 エ

マ ソン全 集二』291)。

ここで確認 してお きたい こ とは、「自己の拡大」 とい うモチ ーフはこ

れ まで19世 紀 にお ける領土の拡 張 とい う帝 国主義的 な政治言説 との関連

で論 じられて きたことであ る。た しかに、拡張す る時代精神が文学 的な

修辞 に表 われたこ とは事実であったが、いっぽう、そ う した政治言説が

主流 になる40年 代以前 にも、 こうした内面 の発見 とその拡大が論 じられ

たのであった。特 に超絶主義者 と呼ばれた知識 人の 間でそ うした内的拡

大が論 じられていたのであ る。その背 景には、宗教的 なリベ ラリズム と

い うもう一つ の流 れが存在 し、その流 れが政治言説 と融合す る形で こう

した文学 的な修辞 を可能 に したのである。

認識 の フロ ンテ ィア

ウォールデ ンでひ とり暮 らしを始 めた直後、 ソローは 「境 界」 とい う

メ タファーを用 いてウ ォールデ ンの体験 を語 っていた。

私は ときお り自分 にふ さわ しい土地 を見 出 したかの ように、思い も

よらぬ高揚感 と長 らく忘れていた満足 感に満 たされ なが ら、野原を

歩いた ものだっ た。 日常 生活の境 界("theusualdailyboundariesof

life")は 消 え さ り、 自分が立 ってい る土地が どうい うものか理解 し

た。(「日記二」177)

「日常生活 の境界 」か らの離脱 は、 ソローにおけ るウォー ルデ ン体験 の

核心 をなすテーマであったろう。それは社 会的な価値観か らの逸脱であ
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る とともに、「思 い もよ らぬ高揚 感」("unexpectedexpansion")を 体験 す

る啓示的 な詩的体験 で もあったはずである。 ソローの言葉 を くり返 し引

用す る とす れば、「現 実の境界 とい うのは、想像 力の柔軟 さほ どに も固

定 したもので も硬 直化 した もので もな」 く(「 日記六」162)、 「目に見 え

ぬ境界 を通 り過 ぎる と、新 しく普遍的で、 よ り自由な法則が心の うち に

も身の 回 りにも確 立 し始 める」(『ウォールデ ン』323)の であ った。「宇

宙 はわれわれが考えているよ り広大で」あ ったのだ(同320)。

ここにおいて注 目 したいのは、 「現実 の境 界」 は しば しば言葉 に よっ

て創 られ、反復 される事実であ る。反復 される言葉 の壁 を打 ち破 ること

な くしては、「認識の境 界」 に到達す る ことも、真実の表現 を見 出す こ

ともで きなかったのである。 ソローが 「誇張 」(extravagance)と い う修

辞 に よって意図 した ものは、「現実 の境 界」の束縛か ら離 れて、真 実 を

語 ることであ ったのである。

私 がお もに恐 れ て いる こ とは、私 の表 現が 十分 に誇 張 的で な く、

日々の経験の狭 い枠組 みを越 えて 自由 にさまよい、私が確信 した真

実 に相 応 しい もの となってい ないので はないか、 とい うこ とであ

る。枠 を越 えて行 くこと。そ れはあ なたが どれだけ囲われているか

に も依 る。(中 略)私 は境 界 な どない ところで話 を したい と思 う、

目覚 め た瞬 間の 人間が 目覚 め た瞬 間の人 間 に語 りか ける よ うに。

(同324)

ソローの場合、「現 実の境界」 の向こうに何 があるのか とい う問 いは、

本 質的な問題で はなかった。 む しろ、「現実の境界」 を押 し広げ、あ る

いは相対化す ることによ り、新 たな世界 との関係 を築 くことこそ重要 で

あ ったのだ。「冒険 を求 め」(同207)、 「自分 自身 を探 検す るこ と」(同

322)に よって、「世界全体が アメリカ、つ ま り新世界 になる」(『日記四』

421)こ とを願 っていたのだ。

『ウ ォールデ ン』 の 「結論」 の冒頭 には ウィ リアム ・ハ ビン トンの詩

が引用 され、 自己の 「内なる宇宙」が強調 されている。

あなたの 目をまっす ぐに

内側 に向けよ。そ こにはい まだ発見 されぬ
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幾千 もの大陸が横 たわる。

旅人 となれ、

そ して、内 なる宇宙 の達 人 となれ。(『ウォールデ ン』320)

「内なる宇宙」("home-cosmography")と い う言葉 によって示唆 された

もの は、人間の内面の無 限の広が りであ り、 さらに 「外 なる」空 間に対

す る優 位性 であった。ソローはさ らにこう続けている。

あ なた 自身の よ り高い緯度 の領域 を探検 しなさい。(中 略)い や、

あ なたの内面にあるい くつ もの新大陸や世界 を発見す るコロンブス

にな りな さい。そ して金儲 けで はな く、思考 の水路 を切 り開きなさ

い。 ひと り一人の人間はそれぞれが一国の君 主であ り、それ に比べ

ると、 この世のロシア皇帝 も小 さなつ まらぬ領土 を もつ帝国 にす ぎ

ず、氷のかけ らほ どの もの で しか ない。(同321)

こ こで は空 間の広が りが内面性 を創 出す る比喩 として用 い られ たのだ

が、実際 には、 自己の精神 に よって物理的 な空間が超越 される可能性 を

示唆 していた ように思 われる。

アメ リカ超絶主義思 想の核心が観念 論的思考(idealism)に あ った こ

とは今 さ ら確認す る必要 は ないであ ろ う。 「ウ ォー ルデ ン』 の 「結 論」

に描 かれたクールーの芸術 家の挿話 は、美の観念が時空の制約 を超 えて

永遠性 を獲得す る とい う超 絶主義の寓話 であった。 「神 は現 在の瞬間 に

こそ顕現 され る」(『ウォールデ ン』97)と いう言葉 に示唆 されるよ うに

永遠性 の観念 は瞬 間に感知 されるのだが、他方 において、 こうした啓示

の体験 は しば しば宇宙的な空間 と時 間の比喩表現 を必要 とした ように思

われる。エマ ソ ンや ソローの文学 において提起 された 「自己」 は観念論

に支 え られた中心性 を基軸 としなが らも、そ こに豊かな内面世界 のひろ

が りの比喩 を必要 とした。 いわば、「自己」 とい う概念 に よって人 間の

内面 の無 限の可能性 と 「果て しない」空 間が創 出されたのだが、その比

喩表現が形成 された背景 には天文学 とい う科学 によって発見 された宇宙

の広大 な空 間概念が存在 した と言えるのである。


